
岩手を エンパワー。
　日本の総人口は急激に減り続け、昨年の子どもの出生
数は1899年に統計をとり始めて以来、最小の約80万人
を割り込み、政府の想定よりも11年も早い数値となりまし
た。コロナ禍も大きな要因とはいえ、これまで進めてきた
のは「少子化対策」ならぬ「少子化政策」だったといって
も過言ではありません。バブル崩壊後、GDP（国内総生産）
も実質賃金も横ばい、しかし消費税、社会保障費は増え
続け、明らかに私たちの生活に潤いや余裕が失われ、昨
今は『失われた30年』とまで言われる始末。本当にこの間、
政治はいったい何をしてきたのか。衰亡の日本に立ち向か
うべく、この岩手から日本を照らし、岩手を力づけるエン
パワー政策の実現に取り組まなければならないと改めて決
意します。
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名名
な　す　か　わな　す　か　わ

須須川川しんしん
県政レポート

令和5年2月定例会
予算特別委員会総括質疑に登壇
質疑答弁内容を裏面に記載しております

	１	令和５年度当初予算について
	２	財政状況及び財源確保について
	３	人口減少について
	４	ＧＸ関連事業について
	５	観光振興について発行 名須川しん事務所　〒025-0065　花巻市星が丘2丁目20-5

Tel  0198-29-5855　Fax 0198-29-5856　Mail：eggplant@michinoku.ne.jp

2023年
盛夏号

岩
手
県
議
会
議
員

　
任
期
最
後
と
な
る
令
和
５
年
６
月
県
議
会
定
例
会
が
６

月
23
日
か
ら
7
月
7
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
7
日
に
は
岩
手
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
を
承
認
し
、原
油
価
格・物
価
高
騰
へ
の
対
策
と
し
て
、

中
小
企
業
者
等
の
事
業
継
続
や
賃
上
げ
の
環
境
整
備
に
向

け
た
設
備
投
資
等
へ
の
支
援
、
保
護
者
等
へ
の
価
格
転
嫁

が
困
難
な
教
育
旅
行
を
受
け
入
れ
る
宿
泊
施
設
へ
の
支
援

に
必
要
と
な
る
予
算
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

１
．
生
活
者
支
援
関
連［
１
，４
９
９
百
万
円
］（
4
月
臨
時

会
対
応
）

　
　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
価
格
高
騰
対
策
費

　
　
１
，
３
２
５
百
万
円
［
復
興
防
災
部
］

　
　
低
所
得
ひ
と
り
親
世
帯
給
付
金
給
付
事
業
費

　
　
１
４
７
百
万
円
［
保
健
福
祉
部
］

　
　
学
校
給
食
物
価
高
騰
対
策
等
支
援
費

　
　
５
百
万
円
［
教
育
委
員
会
］

２
．
事
業
者
支
援
関
連［
４
，７
２
６
百
万
円（
６
月
定
例
会：

１
，
３
７
３
百
万
円
）］

　
●新
中
小
企
業
者
等
事
業
継
続
緊
急
支
援
金
支
給
事
業
費

１
，
０
１
４
百
万
円
［
商
工
労
働
観
光
部
］

　
●新
中
小
企
業
者
等
賃
上
げ
環
境
整
備
支
援
事
業
費
補
助

２
０
０
百
万
円
［
商
工
労
働
観
光
部
］

　
●新
教
育
旅
行
受
入
宿
泊
施
設
支
援
緊
急
対
策
費

１
５
９
百
万
円
［
商
工
労
働
観
光
部
］

令和５年７月７日
衆 議 院 議 長
参 議 院 議 長
内 閣 総 理 大 臣
総 務 大 臣
厚 生 労 働 大 臣
デ ジ タ ル 大 臣

盛岡市内丸 10番１号
岩手県議会議長　　五日市　王

　　　健康保険証廃止の中止等を求める意見書
　健康保険証の廃止により健康保険証を持てず、保険診療を受けられない人が生
じないよう、健康保険証の廃止とマイナンバーカードへの一体化について、中止
を含め見直すことを強く要望する。
　理由
マイナンバーカードをめぐる問題が続出するなか、マイナンバーカードと健康

保険証の一体化などを盛り込んだ、行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律案が、令和５年６月２日の
参議院本会議で可決、成立した。
マイナンバーカードの取得は任意とされてきたにもかかわらず、健康保険証と

一体化させることによって、マイナンバーカードの利用を国民に強制することに
つながる重大な方針転換であるが、法案の可決後も個人情報に関わる問題などが
次々と明らかになっており、充分な審議が尽くされたとは到底思えない。
　健康保険証の廃止に対する反対の世論が高まるなか、共同通信社が実施した全
国電話世論調査によると、現在の健康保険証を廃止しマイナンバーカードに一体
化する政府方針に関し、延期や撤回を求める声が計 72.1％に上ったと報道されて
いる。また、岩手県保険医協会が行った健康保険証の廃止に伴う高齢者施設等へ
の影響調査によると、９割以上の施設で利用者のマイナンバーカードの管理がで
きないと回答している。
　健康保険証の廃止は、国民皆保険制度の根幹を破壊する重大問題に発展しかね
ず、政府の冷静な判断が求められる。
　よって、国においては、健康保険証の廃止により健康保険証を持てず、保険診
療を受けられない人が生じないよう、健康保険証の廃止とマイナンバーカードへ
の一体化について、中止を含め見直すことを強く要望する。
　上記のとおり地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。

　
岩
手
県
議
会
は
、
２
０
２
４
年
秋
を
期
限
と
し
て
現
行
の

健
康
保
険
証
を
廃
止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化

す
る
政
府
方
針
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
を
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。
県
議
会
で
は
全
国
初
と
な
り
ま
す
。

｝様

健康保険証廃止の中止等を求める意見書

名
 な す か わ  

須川　晋
しん

岩手県議会
会派“希望いわて”幹事長
東日本大震災津波復興
特別委員会委員長

【 活 動 歴 】
◉花巻市議会議員
　平成７年４月～平成23年1月（６期）
◉岩手県立花巻北高等学校野球部ＯＢ会会長
◉法政大学校友会花巻支部
　（任意組織）事務局長
◉花巻市野球協会審判部所属
　岩手県野球協会認定１級審判員
◉特定非営利活動法人
　花巻市民活動支援センター副理事長
◉えふえむ花巻株式会社設立発起人会事務局長
◉北東北若手議員の会（わらし塾）会長
◉花巻青年会議所2008年度卒業
◉花巻商工会議所青年部副会長（地域振興担当）
◉防災士

現在、4歳の息子、2歳の娘の育児に奮闘中



2023.8 vol.15

令
和
５
年
岩
手
県
議
会
２
月
定
例
会
予
算

特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
会
派
“
希
望
い

わ
て
”
を
代
表
し
て
総
括
質
疑
に
臨
み
、

新
年
度
予
算
編
成
と
執
行
に
つ
い
て
問
い

質
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
抜
粋
、
要
約

し
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

当
初
予
算
に
つ
い
て

🅠
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

「
近
年
に
な
い
水
準
で
大
胆
に
予

算
を
配
分
」
す
る
た
め
に
、
知
事
は
ど
の

よ
う
な
姿
勢
で
予
算
編
成
に
臨
ん
だ
か
。

【
達
増
拓
也
知
事
】

🅐
将
来
に
わ
た
っ
て
希
望
あ
る
岩
手

を
実
現
す
る
た
め
、県
議
会
や
「
持

続
可
能
で
希
望
あ
る
岩
手
を
実
現
す
る
行

財
政
研
究
会
」
に
お
け
る
議
論
等
を
踏
ま

え
て
、
子
ど
も
子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど

の
政
策
の
推
進
と
、
そ
の
政
策
を
下
支
え

す
る
行
財
政
基
盤
の
構
築
に
向
け
た
方
策

に
つ
い
て
検
討
を
尽
く
し
た
。
人
口
減
少

対
策
、
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
安
全
・
安

心
な
地
域
づ
く
り
を
４
つ
の
重
点
事
項
と

し
て
掲
げ
る
と
と
も
に
、
シ
ー
リ
ン
グ
に

よ
り
捻
出
し
た
財
源
の
３
倍
ま
で
要
求
を

認
め
、
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
前
年
度
比

１・１
倍
の
増
額
要
求
を
認
め
る
な
ど
、
予

算
の
重
点
化
に
向
け
た
要
求
方
法
の
見
直

し
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
見
直
し
に
よ
り
、

当
初
予
算
案
に
お
い
て
は
、
予
算
総
額
で

は
定
年
引
上
げ
に
伴
う
人
件
費
の
減
少
や

震
災
事
業
の
減
少
に
よ
り
減
額
と
な
る
一

方
で
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
親
の
所
得
や

就
業
の
有
無
を
問
わ
な
い
普
遍
的
な
施
策

を
創
設
す
る
な
ど
、
重
点
事
項
に
対
し
て

事
業
費
で
１
，
０
６
０
億
円
を
確
保
し
、

近
年
に
な
い
水
準
で
大
胆
に
予
算
配
分
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
政
策
推
進

と
財
政
健
全
化
の
両
立
を
実
現
す
べ
く
、

歳
出
水
準
の
見
直
し
を
図
り
つ
つ
、
あ
ら

ゆ
る
歳
入
確
保
策
と
し
て
、
全
国
自
治
体

で
は
初
め
て
と
な
る
ブ
ル
ー
ボ
ン
ド
の
発

行
、
電
気
事
業
会
計
か
ら
の
繰
入
の
拡
充

等
を
行
い
、
新
た
に
掲
げ
た
４
つ
の
財
政

目
標
を
全
て
達
成
す
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

🅠
当
初
予
算
の
重
点
項
目
の
う
ち
人

口
減
少
に
つ
い
て
、
市
町
村
と
の

共
同
宣
言
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
県
が

施
策
化
し
た
事
業
へ
の
市
町
村
の
参
画
促

進
、
共
同
宣
言
の
取
り
ま
と
め
に
か
け
る

知
事
の
意
気
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

【
達
増
拓
也
知
事
】

🅐
人
口
減
少
対
策
の
実
を
上
げ
る

た
め
に
は
、
市
町
村
と
県
が
連
携

し
、
民
間
の
参
画
も
得
な
が
ら
、
オ
ー
ル

い
わ
て
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
令
和
５
年
度
当
初
予
算
案
に
盛

り
込
ん
だ
、
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
支

援
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
村
の
判

断
に
は
な
る
も
の
の
、
出
生
数
減
少
の
主

な
要
因
で
あ
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
繋

が
る
も
の
で
あ
り
、
県
と
し
て
は
、
全
県

的
な
実
施
に
向
け
て
引
き
続
き
働
き
か
け

て
い
く
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
は
第
２
期

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、

国
が
「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」
を
表
明

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
機
を
捉
え
、

本
県
と
し
て
も
、
取
組
を
も
う
一
段
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
。
市
町
村
と
県
が
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
深
め
、
県
全
体
で

取
組
の
方
向
性
を
広
く
共
有
し
、
各
主
体

の
関
心
を
高
め
参
画
を
促
す
こ
と
を
目
的

に
、
市
町
村
と
と
も
に
共
同
で
取
り
組
む

方
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、
今
後
、
市
町
村
の
意
見
も
伺
い

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョン
）に
つ
い
て

🅠
令
和
５
年
度
予
算
案
で
は
、
昨
年

度
の
約
２
倍
と
な
る
１
２
０
億
円

の
事
業
費
が
確
保
さ
れ
、
取
組
の
大
幅
な

進
展
が
期
待
さ
れ
る
。
Ｇ
Ｘ
の
推
進
を
重

点
事
項
と
し
た
意
図
に
つ
い
て
伺
う
。

【
達
増
拓
也
知
事
】

🅐
第
２
期
政
策
推
進
プ
ラ
ン
で
は
、

人
口
減
少
対
策
に
最
優
先
で
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
２
０
５
０
年
度
実
質
ゼ
ロ
に

向
け
た
機
運
の
高
ま
り
な
ど
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
も
踏
ま
え
、
Ｇ
Ｘ
の
推
進

を
重
点
事
項
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

２
０
５
０
年
度
実
質
ゼ
ロ
に
向
け
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
や
、
森
林

資
源
の
循
環
利
用
の
推
進
な
ど
、
地
域
経

済
と
環
境
に
好
循
環
を
も
た
ら
す
持
続
可

能
な
新
し
い
成
長
を
目
指
し
な
が
ら
、
誰

も
が
住
み
た
い
と
思
え
る
ふ
る
さ
と
を
次

世
代
に
引
き
継
い
で
い
こ
う
と
す
る
も
の
。

こ
の
た
め
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
案
に

お
い
て
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た
推
進
体
制

の
構
築
、
家
庭
、
産
業
・
業
務
、
運
輸
等

の
各
部
門
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

削
減
の
取
組
支
援
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
導
入
支
援
、
電
気
自
動
車
等
の
普
及
促

進
な
ど
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
温
暖
化

防
止
い
わ
て
県
民
会
議
を
中
心
に
、
県
民
、

関
係
機
関
・
団
体
が
一
体
と
な
っ
た
県
民

運
動
を
強
化
し
て
い
く
。

🅠
ブ
ル
ー
ボ
ン
ド
に
つ
い
て
、
全
国

自
治
体
で
発
行
事
例
が
な
い
の
は

勿
論
、
国
内
で
は
昨
年
10
月
に
マ
ル
ハ
ニ

チ
ロ
が
50
億
円
を
発
行
し
た
事
例
に
止
ま

る
。
こ
の
よ
う
に
極
め
て
先
進
的
な
取
組

に
本
県
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
と
し
た

意
図
、
意
義
に
つ
い
て
伺
う
。

【
達
増
拓
也
知
事
】

🅐
現
下
の
金
融
市
場
で
は
、
グ
リ
ー

ン
ボ
ン
ド
な
ど
の
特
定
の
事
業
に

使
途
を
限
定
す
る
債
券
に
つ
い
て
、
投
資

需
要
が
旺
盛
で
金
利
の
優
位
性
が
増
し
て

お
り
、
県
内
法
人
等
の
参
画
に
よ
る
政
策

推
進
に
向
け
た
機
運
醸
成
や
資
金
調
達
コ

ス
ト
の
軽
減
が
期
待
で
き
る
。
さ
ら
に
本

県
は
、
先
人
の
知
恵
と
努
力
に
よ
り
守
り

育
て
て
き
た
世
界
に
誇
れ
る
水
資
源
を
有

し
て
お
り
、
こ
れ
を
将
来
世
代
に
引
き
継

ぐ
取
組
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
、
政
策

理
念
の
共
感
を
訴
求
す
る
効
果
が
よ
り
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
機
運
醸

成
や
コ
ス
ト
軽
減
を
図
る
た
め
、
全
国
自

治
体
で
は
初
と
な
る
ブ
ル
ー
ボ
ン
ド
を
発

行
す
る
こ
と
と
し
た
。
政
策
の
推
進
を
下

支
え
す
る
財
政
基
盤
の
構
築
に
向
け
て
、

今
後
に
お
い
て
も
既
存
の
歳
入
確
保
策
に

捉
わ
れ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
に
つ
い
て

検
討
を
尽
く
し
、
実
行
に
移
し
て
い
く
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

🅠
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
は
「
い

わ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
強
化
事

業
」「
い
わ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
新
時
代
戦
略

事
業
費
」
あ
わ
せ
て
６
，
０
０
０
万
円
の

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
５
月
10
日

の
運
航
再
開
に
向
け
て
、
す
ぐ
に
で
も
観

光
誘
客
の
取
組
に
着
手
す
る
必
要
が
あ
る
。

県
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
振
興
に
つ
い
て
伺
う
。

【
副
知
事
】

🅐
５
月
10
日
か
ら
の
い
わ
て
花
巻
空

港
花
巻
台
北
線
の
運
航
再
開
へ
の

対
応
と
し
て
、
早
速
、
先
月
か
ら
、
台
湾

の
主
要
旅
行
会
社
を
招
請
し
、
あ
ら
た
め

て
県
内
観
光
地
の
リ
サ
ー
チ
を
行
う
と
と

も
に
、
県
内
観
光
事
業
者
と
の
商
談
会
を

開
催
し
、
旅
行
商
品
造
成
な
ど
の
準
備
を

進
め
て
い
る
。
令
和
５
年
度
当
初
予
算
案

に
お
い
て
は
、
国
際
定
期
便
運
航
再
開
に

合
わ
せ
た
誘
客
促
進
の
た
め
、
海
外
の
現

地
旅
行
会
社
と
の
共
同
広
告
、
東
北
観
光

推
進
機
構
や
東
北
各
県
等
と
連
携
し
た
現

地
で
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
や
国
際
旅
行
博
出

展
な
ど
集
中
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展

開
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
内

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
消
費
額
の
拡
大
を

図
る
た
め
、
い
わ
て
花
巻
空
港
を
利
用
し
、

県
内
で
宿
泊
す
る
旅
行
商
品
に
対
し
支
援

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、

地
元
市
町
村
や
事
業
者
、
関
係
団
体
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
い
わ
て
花
巻
空
港
を
活

用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
取
り
組
む
。

🅠
個
人
旅
行
を
中
心
に
、
そ
の
場
所

で
し
か
で
き
な
い
体
験
に
多
く
付

加
価
値
を
感
じ
る
客
層
、
特
に
富
裕
層
の

取
り
込
み
に
つ
い
て
、
県
と
し
て
の
取
組

を
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

県
内
で
は
、
観
光
庁
の
「
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
観
光
地
の
再
生
・
観
光
サ
ー
ビ
ス

の
高
付
加
価
値
化
事
業
」
に
採
択
さ
れ
て

い
る
地
域
も
あ
る
。
県
と
し
て
も
こ
の
事

業
の
活
用
を
促
進
し
つ
つ
、
地
域
観
光
の

高
付
加
価
値
化
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
県
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

【
副
知
事
】

🅐
宿
泊
施
設
な
ど
の
改
修
と
観
光
消

費
の
高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備
と

い
っ
た
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
高
付

加
価
値
化
を
図
る
取
組
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
ハ
ー
ド
面
に

お
い
て
は
、
客
室
の
高
級
化
を
始
め
、
様
々

な
施
設
等
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
も
重
要

で
あ
り
、
委
員
御
指
摘
の
と
お
り
、
現
在
、

花
巻
温
泉
郷
や
八
幡
平
温
泉
郷
な
ど
で
は
、

国
の
事
業
を
活
用
し
た
改
修
等
の
事
業
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
こ
う
し
た
取

組
の
普
及
を
図
っ
て
い
く
。
ソ
フ
ト
面
で

は
、
地
域
の
産
業
や
文
化
、
自
然
、
食
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
体
験
型
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
で

は
、
こ
れ
ま
で
宿
泊
と
体
験
や
食
な
ど
を

結
び
付
け
な
が
ら
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
観
光
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
付
加
価
値

の
高
い
観
光
地
域
づ
く
り
の
取
組
を
支
援

し
て
い
る
。
ま
た
、
国
の
新
た
な
ソ
フ
ト

支
援
事
業
を
活
用
し
、
今
般
の
２
月
補
正

予
算
で
議
決
さ
れ
た
「
２
０
２
３
年
行
く

べ
き
岩
手
推
進
事
業
」
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た「
盛

岡
の
ま
ち
歩
き
」
や
、
岩
手
な
ら
で
は
の

「
わ
ん
こ
そ
ば
」、「
県
内
３
つ
の
世
界
遺
産
」

と
い
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
す
る
な
ど
、

特
別
な
体
験
を
提
供
し
、
観
光
の
高
付
加

価
値
化
を
進
め
て
い
く
。
こ
う
し
た
取
組

を
通
じ
、
地
域
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
市
町
村
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
観
光
消
費
を

高
め
、
観
光
で
稼
ぐ
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
。	〒025-0065	花巻市星が丘2丁目20-5

Tel.0198-29-5855　Fax.0198-29-5856
メール：eggplant@michinoku.ne.jp フェイスブック 名須川しん公式サイト

https://www.facebook.com/shin.nasukawa
http://shin-nasukawa.jp

名須川しん事務所

フェイスブック

名須川しん公式サイト

皆さんの
ご意見

を

お聞か
せくださ

い

達
増
拓
也
知
事
に
新
年
度
予
算
の
特
色
と

意
気
込
み
を
訊
く


